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一
五
八

は
じ
め
に

　

孫
海
波
の
名
は
、
通
常
は
甲
骨
學
者
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

「
現
行
の
最
も
權
威
あ
る
甲
骨
文
字
字
形
表（
１
）」
と
評
さ
れ
る
『
甲
骨
文
編
』
の
舊

編（
２
）編
者
で
あ
り
、
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
に
よ
る
改
編
本（
３
）に
お
い
て
も
、

同
書
「
編
輯
序
言
」（
一
頁
）
に
よ
れ
ば
、
實
質
的
編
纂
作
業
は
孫
が
進
め
た
。

い
わ
ば
こ
れ
ら
の
編
纂
當
時
、
孫
は
甲
骨
學
の
基
盤
的
枠
組
み
を
提
供
す
る
よ
う

な
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
の
よ
う
な
門
外
漢
か
ら
見
る
限
り
、
現
在
で

は
、
羅
振
玉
や
郭
沫
若
の
何
分
の
一
ほ
ど
も
孫
の
名
は
知
ら
れ
な
い
。
そ
の
要
因

の
一
つ
は
、
孫
の
成
果
の
陳
腐
化
に
求
め
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
鈴
木
敦

は
『
甲
骨
文
編
』
に
數
々
の
問
題
點
を
指
摘
し
、
そ
の
改
善
の
方
策
を
提
案
し
て

い
る（
４
）。

　

い
っ
ぽ
う
、
孫
海
波
は
淸
代
學
術
思
想
（
以
下
㊜
宜
「
淸
學
」
と
も
稱
す
る
）
も

硏
究
し
て
い
た
。
一
九
四
〇
～
四
二
年
に
八
篇
の
學
術
的
文
章
が
集
中
的
に
發
表

さ
れ
、
一
九
七
一
年
、
香
港
發
行
の
㊮
料
集（
５
）に
影
印
收
錄
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
分
野
の
硏
究
史
で
も
孫
の
存
在
感
は
希
薄
で
あ
る
。

　

本
稿
の
主
た
る
興
味
は
次
の
二
點
に
あ
る
。
第
一
に
、
基
本
的
に
は
甲
骨
學
者

で
あ
っ
た
孫
海
波
が
、
い
か
な
る
要
因
に
よ
っ
て
淸
學
硏
究
に
取
り
組
む
に
至
っ

た
の
か
。
第
二
に
、
孫
の
淸
學
硏
究
に
對
し
て
與
え
ら
れ
る
べ
き
應
分
の
評
價
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

第
一
點
に
つ
い
て
の
ご
く
單
純
な
豫
想
は
、
甲
骨
學
の
基
礎
を
な
す
文
字
學
の

發
逹
が
淸
朝
考
證
學
の
主
要
成
果
だ
か
ら
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
孫

海
波
の
淸
學
硏
究
の
重
點
は
、
文
字
學
・
小
學
よ
り
も
宋
朙
理
學
系
の
思
想
家
や

哲
學
思
想
的
內
容
に
あ
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ほ
か
の
要
因
も
考

え
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
一
九
四
〇
年
代
初
頭
に
至
る
ま
で
の
孫
の
硏

究
狀
況
を
確
認
す
べ
き
で
あ
る
。

　

以
下
、
第
一
節
で
は
、
知
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
孫
海
波
の
生
涯
に
つ
い
て
略

傳
㊮
料
を
飜
譯
し
、
若
干
の
補
足
を
行
う
。
第
二
節
で
、
孫
の
淸
學
硏
究
の
槪
略

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
今
日
的
な
水
準
か
ら
見
た
特
徵
を
指
摘
す
る
。
第
三
節

で
、
こ
れ
ら
の
硏
究
の
背
景
に
孫
の
經
歷
が
關
係
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
他
の

要
因
に
つ
い
て
も
補
足
的
に
指
摘
す
る
。
最
後
に
、
本
論
を
ま
と
め
る
と
と
も
に

殘
さ
れ
た
課
題
に
觸
れ
る
。

孫
海
波
の
淸
代
學
術
思
想
硏
究
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孫
海
波
の
淸
代
學
術
思
想
硏
究

一
五
九

れ
て
い
た
甲
骨
單
字
一
〇
〇
六
箇
を
收
錄
し
、甲
骨
文
硏
究
を
歬
進
さ
せ
た
。

一
九
三
四
年
七
⺼
、
孫
海
波
は
硏
究
院
を
卒
業
し
、
招
聘
さ
れ
て
中
央
硏
究

院
歷
史
語
言
硏
究
所
助
理
員
を
務
め
、
引
き
續
き
甲
骨
文
、
金
文
お
よ
び
訓

詁
學
、
音
韻
學
等
を
硏
究
し
た
。
こ
の
閒
、「
卜
辭
曆
法
小
記
」（
一
九
三
五

年
一
⺼
）、「
讀
王
靜
安
先
生
古
史
新
證
書
後
」（
一
九
三
五
年
六
⺼
）、『
古
文

聲
系
』（
一
九
三
五
年
一
⺼
）
等
を
立
て
續
け
に
發
表
。
中
で
も
『
古
文
聲
系
』

は
彼
の
最
初
の
專
門
書
で
あ
る
。

　

一
九
三
五
年
七
⺼
、
孫
海
波
は
招
聘
に
よ
り
北
平
師
範
大
學
國
文
系
講
師

に
任
じ
、
同
時
に
東
北
大
學
中
文
系
敎
授
と
北
平
硏
究
院
歷
史
學
會
編
輯
を

任
し
た
。
一
九
三
四
～
一
九
三
七
年
に
は
招
聘
に
應
じ
て
『
河
南
省
通
志

稿
』
の
編
纂
に
參
與
し
、「
文
物
志
・
吉
金
編
」
主
編
の
責
任
を
負
っ
た
。

こ
の
朞
閒
に
發
表
し
た
論
著
に
は
「
卜
辭
文
字
小
記
」（
一
九
三
五
年
一
二

⺼
）、「
甲
骨
文
中
說
文
之
逸
文
」、「
卜
辭
文
字
小
記
續
」（
一
九
三
六
年
）、「
釋

呂
」、『
簠
室
殷
契
徵
文
校
錄
』（
一
九
三
七
年
）、『
新
鄭
彝
器
』、『
濬
縣
彝
器
』

（
一
九
三
七
年
）、『
魏
正
始
三
字
石
經
集
錄
』（
一
九
三
七
年
考
古
學
社
專
集
第

一
七
種
）、『
古
器
物
拓
片
殘
集
』（
一
九
三
七
年
）
が
あ
る
。
一
九
三
七
年
七
⺼
、

中
國
大
學
中
文
系
敎
授
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
。

　

一
九
三
七
年
一
二
⺼
、
日
本
は
北
平
に
「
中
華
民
國
臨
時
政
府
」
を
成
立

さ
せ
、
一
九
三
八
年
八
⺼
か
ら
一
九
四
二
年
ま
で
、
孫
海
波
は
日
本
傀
儡
政

權
下
の（

（（
（

東
方
文
化
委
員
會
で
『
四
庫
全
書
』
金
石
部
分
・
雜
物
部
分
の
提
要

考
證
を
行
う（
（（
（

と
と
も
に
、
國
學
書
院
第
二
院
講
師
を

任
、
そ
の
閒
に
日
本

人
岩
閒
德
野（
（（
（

が
河
南
安
陽
で
古
物
發
掘
す
る
の
を
案
內
し
た
。
一
九
四
二
年

一
二
⺼
、
日
本
傀
儡
政
權
下
の
北
平
師
範
大
學
代
祕
書
長
に
任
じ
、
そ
の
後

ふ
た
た
び
北
平
中
國
大
學
中
文
系
敎
授
、
一
九
四
五
年
に
日
本
が
降
伏
し
て

後
も
そ
の
ま
ま
一
九
四
六
年
七
⺼
ま
で
中
國
大
學
中
文
系
敎
授
を
務
め
た
。

一　

孫
海
波
の
略
傳

　

孫
海
波
に
つ
い
て
情
報
量
の
十
分
な
傳
記
的
記
述
は
少
な
い
。
私
が
見
る
限

り
、
二
點
だ
け
を
擧
げ
う
る
。
一
つ
は
、
孫
の
鄕
里
で
あ
る
河
南
省
潢
川
縣
で
編

纂
さ
れ
た
『
潢
川
縣
志
』（
以
下
『
縣
志
』
と
稱
す
る
）
の
略
傳（
６
）。
も
う
一
つ
は
、

河
南
大
學
で
孫
に
も
敎
え
を
受
け
た
甲
骨
學
者
、
郭
勝
强
に
よ
る
比
較
的
詳
細
な

記
述（
７
）。

　

こ
こ
で
は
歬
者
全
文
を
日
本
語
譯
し
て
揭
げ
る
。
中
華
人
民
共
和
國
に
お
け
る

新
地
方
志
と
い
う
性
格
上
、
縣
政
府
の
把
握
し
て
い
る
個
人
情
報
が
反
映
さ
れ
て

い
る
も
の
と
朞
待
で
き
よ
う
。
加
え
て
、
日
本
で
の
所
藏
が
少
な
い
文
獻
な
の

で
、
㊮
料
紹
介
の
意
味
も
あ
る（
８
）。
文
中
の
機
關
名
や
職
名
、
著
作
名
等
は
な
る
べ

く
そ
の
ま
ま
記
し
た
。
誤
り
と
思
わ
れ
る
記
述
も
あ
る
が
、
顯
著
な
場
合
の
み
㊟

で
指
摘
し
た
。

　

孫
海
波
（
一
九
〇
九
～
一
九
七
二（
９
））、孫
銘
恩
の
名
を
用
い
た
こ
と
も
あ
る
。

著
名
な
甲
骨
文
專
門
家
。
潢
川
縣
の
人
。
少
年
時
代
に
潢
川
小
學
で
勉
强
し

た
と
き
か
ら
古
文
字
に
興
味
を
感
じ
て
い
た
。
一
九
二
八
年
に
潢
川
省
立
第

七
中
學
を
卒
業
、
省
都
開
封
に
赴
い
て
補
習
授
業
を
受
け
、
一
九
二
九
年
に

北
平
の
燕
京
大
學
國
文
專
修
科
に
合
格
入
學
し
た
。

　

一
九
三
一
年
八
⺼
、
孫
海
波
は
北
平
師
範
大
學
硏
究
所
に
合
格
し
、
容
庚

先
生
の
指
導
の
も
と
、
甲
骨
文
・
金
文
硏
究
の
作
業
に
從
事
し
た
。
そ
の

年
、
彼
は
「
說
弇
」、「
釋
采
」、「
釋
眉
」
等
の
論
文
を
次
々
に
發
表
し
、
甲

骨
文
お
よ
び
商
代
の
歷
史
地
理
に
つ
い
て
考
證
解
釋
し
た
。
一
九
三
二
年
に

論
文
「
說
十
二
⺼（
（（
（

」
を
發
表
し
、
商
代
の
曆
法
に
つ
い
て
檢
討
を
行
っ
た
。

一
九
三
四
年
、
甲
骨
文
字
字
典
『
甲
骨
文
編
』
を
編
纂
出
版
し
た
。
本
書
は

全
部
で
一
四
篇
、
當
時
に
あ
っ
て
古
文
字
學
者
の
考
證
を
經
て
共
通
認
知
さ



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
一
集

一
六
〇

生
歬
に
、
所
藏
の
考
古
・
甲
骨
文
・
金
文
・
歷
史
等
各
類
の
書
籍
一
七
〇
〇

册
あ
ま
り
、
書
畫
二
四
幅
、
文
物
圖
面
四
一
六
枚
、
甲
骨
文
殘
片
お
よ
び
古

錢
等
一
〇
七
枚
（
片
）
を
、
す
べ
て
河
南
省
歷
史
硏
究
所
に
寄
贈
し
た
。

　

郭
勝
强
の
記
述
は
、
甲
骨
學
上
の
業
績
內
容
、
河
南
大
學
と
の
關
係
な
ど
に
つ

い
て
は
格
段
に
詳
し
い
も
の
の
、
履
歷
の
核
心
部
分
は
『
縣
志
』
と
共
通
の
表
現

が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
見
て
取
れ
る
孫
海
波
の
生
涯
の
特
徵
は
、

甲
骨
學
と
い
う
新
興
學
問
分
野
の
硏
究
に
身
を
投
じ
て
早
年
に
は
華
々
し
く
活
躍

し
な
が
ら
、
日
本
に
よ
る
中
國
侵
略
、
反
右
派
鬪
爭
や
文
化
大
革
命
と
い
っ
た
政

治
史
的
狀
況
に
飜
弄
さ
れ
て
不
遇
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う（
（（
（

。
一
九
六
五
年
版
『
甲
骨
文
編
』
の
編
者
と
し
て
正
式
に
揭
げ
ら
れ
な
い
理
由

も
、
當
時
の
政
治
狀
況
か
ら
類
推
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、
以
上
の
略
傳
㊮
料
の
中
で
十
分
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。

一
つ
は
、
一
九
三
〇
～
四
〇
年
代
の
孫
海
波
の
硏
究
對
象
が
、
中
國
古
代
文
化
全

般
に
ま
で
廣
が
っ
て
い
た
こ
と
。
も
う
一
つ
が
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
淸
學
硏
究

で
あ
る
。
本
節
で
は
歬
者
の
情
報
を
私
の
把
握
す
る
限
り
で
補
っ
て
お
こ
う
。

「
國
語
眞
僞
攷
」（『
燕
京
學
報
』
第
一
六
朞
、
一
九
三
四
年
）、「
申
虞
書
禋
于
六
宗

義
」（『
東
亞
論
叢
』
第
五
輯
、
文
求
堂
、
一
九
四
一
年
（
（（
（

）、「
屈
子
疑
年
」（『
中
國
留
日

同
學
會
季
刊
』
第
四
號
、
一
九
四
三
年
）、「
論
秦
與
儒
敎
之
關
係
」（『
中
國
學
報
』
第

一
卷
第
四
朞
、
一
九
四
四
年
）、「
西
漢
今
古
文
之
爭
與
政
治
暗
潮
」（『
中
國
學
報
』
第

二
卷
第
一
朞
、
同
第
三
朞
、
同
第
四
朞
（
以
上
、
一
九
四
四
年
）、
第
三
卷
第
一
朞
（
一

九
四
五
年
）、
同
第
二
朞
（
一
九
四
六
年
））。
加
え
て
、
文
字
學
關
連
で
は
次
の
書

物
が
日
本
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。『
中
國
文
字
學
』（
文
求
堂
書
店
、
一
九
四
一
年
）。

二　

孫
海
波
に
よ
る
淸
代
學
術
思
想
硏
究
と
そ
の
特
徵

　

本
節
で
は
、
孫
の
略
傳
に
補
う
べ
き
內
容
と
し
て
、
淸
學
硏
究
の
成
果
な
ら
び

『
甲
骨
文
錄
』（
一
九
三
八
年
）、『
河
南
吉
金
圖
志

稿
』（
一
九
三
九
年
）、『
誠

齋
殷
墟
文
字
』（
一
九
四
〇
年
）
お
よ
び
「
評
殷
墟
書
契
續
編
校
記
」、「
評
甲

骨
地
名
通
檢
」、「
評
甲
骨
叕
存
」、「
評
殷
契
遺
珠
」、「
評
鐵
雲
藏
龜
」、「
評

金
璋
所
藏
甲
骨
卜
辭
」（
一
九
四
〇
年
）
を
次
々
に
發
表
し
た
。

　

一
九
四
六
年
七
⺼
か
ら
一
九
四
八
年
七
⺼
ま
で
、
孫
海
波
は
長
白
師
範
學

院
文
史
系
敎
授

系
主
任
を
務
め
た
。
一
九
四
六
年
夏
、
孫
海
波
は
母
の
葬

儀
の
た
め
潢
川
に
歸
り
、
八
⺼
一
四
日
に
潢
川
專
署
大
禮
堂
に
て
甲
骨
文
を

テ
ー
マ
に
學
術
報
吿
を
行
っ
た
。
一
九
四
八
年
八
⺼
か
ら
一
九
四
九
年
一
二

⺼
ま
で
、雲
南
大
學
中
文
系
敎
授

昆
朙
五
華
學
院
歷
史
系
主
任
を
務
め
た
。

雲
南
解
放
後
も
雲
南
大
學
中
文
系
敎
授
に
留
任
し
た
。

　

一
九
五
一
年
一
⺼
、孫
海
波
は
華
北
大
學
政
治
硏
究
院
に
入
っ
て
學
習
し
、

一
一
⺼
に
西
南
師
範
學
院
圖
博
科
に
配
屬
さ
れ
て
敎
授

主
任
を
務
め
た
。

一
九
五
四
年
八
⺼
、
新
鄕
師
範
學
院
歷
史
系
敎
授
に
轉
任
、
一
九
五
五
年
八

⺼
に
開
封
師
範
學
院
（
現
河
南
大
學
、
引
用
者
㊟
）
歷
史
系
敎
授

院
學
報
お

よ
び
『
史
學
⺼
刊
』
の
編
集
委
員
に
轉
任
。
一
九
五
七
年
、「
右
派
」
に
區

分
さ
れ
、「
職
務
取
消
、
勞
働
矯
正
」
の
處
分
を
受
け
た
。
一
九
六
一
年
、

河
南
省
歷
史
硏
究
所
硏
究
員
に
轉
任
、
一
九
六
三
年
六
⺼
に
「
右
派
」
の
レ

ッ
テ
ル
は
剥
が
さ
れ
た
。「
文
化
大
革
命
」
の
朞
閒
に
は
、
何
度
も
批
判
鬪

爭
を
蒙
っ
た
が
、
一
九
八
一
年
一
〇
⺼
に
、
河
南
師
範
大
學
が
再
審
査
し
是

正
し
て
、「
右
派
」
と
の
結
論
は
取
り
消
さ
れ
た
。

　

建
國
後
、
彼
が
發
表
し
た
論
著
に
は
「
從
卜
辭
試
論
商
代
社
會
性
質
」

（
一
九
五
六
年
）、「
公
元
歬
十
二
世
紀
周
族
對
外
的
擴
張
」、「
介
紹
甲
骨
文
」

（
一
九
五
七
年
）、「
許
愼
和『
說
文
解
字
』」（
一
九
六
一
年
）、修
訂
版『
甲
骨
文
編
』

（
一
九
六
五
年
）
が
あ
る
。

　

一
九
七
二
年
二
⺼
二
四
日
、孫
海
波
は
開
封
で
病
死
し
た
。
享
年
六
三
歲
。



孫
海
波
の
淸
代
學
術
思
想
硏
究

一
六
一

⑥
「
朱
止
泉
王
白
田
學
記
」
一
（
六
）、
七
五
頁
、
第
二
册
二
六
九
頁
、
七
八
～

九
二
頁
。
朱
澤
澐
（
一
六
六
六
～
一
七
三
二
）、
江
蘇
揚
州
寶
應
人
。
王
懋
竑
（
一

六
六
八
～
一
七
四
一
）、
寶
應
人
。

⑦
「
張
起
菴
學
記
」
一
（
七
）、
五
三
頁
、
第
二
册
四
四
五
頁
、
二
四
～
三
八
頁
。

張
沐
（
一
六
二
〇
～
一
七
〇
二
（
（（
（

）、
河
南
上
蔡
人
。

⑧
「
書
劉
禮
部
遺
書
後
」
三
（
八
）、
六
頁
、
第
八
册
五
五
四
頁
、
三
三
六
～
三

四
〇
頁
。
劉
逢
祿
（
一
七
七
六
～
一
八
二
九
）、
江
蘇
武
進
人
。

　

こ
れ
ら
の
文
章
が
㊮
料
集
へ
の
再
錄
に
よ
り
讀
者
を
得
て
い
る
の
に
對
し
、
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
孫
海
波
の
仕
事
を
一
つ
補
っ
て
お
く
。
淸
代
の

史
學
者
、
楊
椿
の
文
集
『
孟
鄰
堂
文
鈔
』
一
六
卷
、
嘉
慶
二
五
年
跋
刊
本
の
影
印

出
版
で
あ
る（
（（
（

。
出
版
地
は
不
朙
だ
が
封
面
に
「
孫
氏
影
印
」
と
あ
り
、
卷
末
に
一

九
四
二
年
の
「
潢
川
孫
海
波
」
後
記
が
あ
る
。
日
本
で
は
現
在
、
國
立
國
會
圖
書

館
關
西
館
ア
ジ
ア
書
庫
等
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
記
を
一
種
の
硏
究
成
果

と
見
な
し
て
通
し
番
號
を
加
え
て
お
く
。

⑨
「
孟
鄰
堂
文
集
後
記
」（
文
中
記
述
に
よ
る
假
稱
）、『
孟
鄰
堂
文
鈔
』
卷
末
に
白

口
單
魚
尾
、
左
右
雙
邊
無
界
、
每
半
葉
十
行
、
每
行
一
八
～
二
一
字
に
て
二
丁

オ
ま
で
。
楊
椿
（
一
六
七
六
～
一
七
五
三
）、
江
蘇
常
州
武
進
人
。

　

以
上
が
、
私
が
本
稿
で
取
り
上
げ
る
限
り
で
の
、
孫
海
波
に
よ
る
淸
學
硏
究
の

成
果
で
あ
る（
（（
（

。
他
の
雜
誌
媒
體
に
ま
で
十
分
な
調
査
が
及
ん
で
い
な
い
が
、
①
～

⑧
を
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
自
體
今
ま
で
な
さ
れ
て
い
な
い
と

思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
特
徵
は
、
私
見
で
は
、
マ
イ
ナ
ー
な
對
象
へ
の

㊟
目
と
哲
學
思
想
へ
の
關
心
の
二
點
で
あ
る
。

　

孫
海
波
の
硏
究
對
象
が
マ
イ
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
に
は
疑
い
が
な
い
。
張
沐
と
楊

椿
は
朙
ら
か
に
忘
却
に
瀕
し
て
い
た
人
で
あ
り
、
孫
海
波
の
意
圖
も
そ
の
よ
う
な

存
在
の
顯
彰
に
あ
る
こ
と
が
朙
言
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
ま
た
、
他
の
諸
人
も
、
無
名
で

に
關
連
活
動
の
槪
要
を
ま
と
め
、
㊟
目
す
べ
き
特
徵
を
指
摘
す
る
。

　

ま
ず
、「
は
じ
め
に
」
で
觸
れ
た
八
篇
の
論
文
を
取
り
上
げ
よ
う
。
こ
れ
ら
は

す
べ
て
『
中
和
⺼
刊
』
に
發
表
さ
れ
た
。
同
誌
は
一
九
四
〇
年
に
、「
中
華
民
國

臨
時
政
府
行
政
委
員
會
」
祕
書
長
の
職
に
あ
っ
た
瞿
宣
穎
（
一
八
九
四
～
一
九
七

三
）
が
創
刊
し
た
⺼
刊
誌
で
あ
り
、
中
國
の
自
己
反
省
と
自
救
を
訴
え
つ
つ
、
學

術
文
化
の
紹
介
に
努
め
て
い
た（

（（
（

。
主
要
な
執
筆
者
に
は
周
作
人
（
一
八
八
五
～
一

九
六
七
）、
錢
稻
孫
（
一
八
八
七
～
一
九
六
六
（
（（
（

）
と
い
っ
た
知
日
家
が
名
を
列
ね
る
。

㊟（
16
）に
擧
げ
た
桑
兵
の
解
說
を
含
む
北
京
圖
書
館
出
版
社
影
印
版（
全
一
二
册
）

が
あ
る
。
孫
海
波
は
第
一
卷
第
一
朞
以
後
七
朞
連
續
し
て
「
海
波
」
名
義
で
「
～

學
記
」
と
題
す
る
論
文
を
載
せ
、
一
九
四
二
年
に
は
「
孫
海
波
」
名
義
で
劉
逢
祿

に
關
す
る
一
文
を
寄
せ
た
。
揭
載
順
に
番
號
を
付
し
、
卷
號
の
あ
と
に
原
載
誌
、

影
印
版
そ
れ
ぞ
れ
の
冐
頭
頁
數
、
㊟（
５
）に
擧
げ
た
存
萃
學
社
編
㊮
料
集
で
の
頁

範
圍
を
付
記
す
る
と
と
も
に
、
表
題
の
人
名
が
字
や
號
に
よ
る
た
め
、
對
象
人
名

と
そ
の
生
卒
年
、
本
籍
記
述
を
㊜
宜
補
っ
た
。
①
～
⑧
の
本
稿
で
の
引
用
・
參
照

は
存
萃
學
社
編
書
に
よ
る
。

①
「
凌
次
仲
學
記
」
一
（
一
）、
七
八
頁
、
第
一
册
九
四
頁
、
二
四
七
～
二
六
四

頁
。
淩
廷
堪（
（（
（

（
一
七
五
五
～
一
八
〇
九
）、
安
徽
歙
縣
人
。

②
「
朱
九
江
學
記
」
一
（
二
）、
八
一
頁
、
第
一
册
二
八
七
頁
、
四
一
一
～
四
二

二
頁
。
朱
次
琦
（
一
八
〇
八
～
一
八
八
二
）、
廣
東
南
海
人
。

③
「
莊
方
畊
學
記
」
一
（
三
）、
七
三
頁
、
第
一
册
四
八
一
頁
、
一
二
五
～
一
三

六
頁
。
莊
存
與
（
一
七
一
九
～
一
七
八
八
）、
江
蘇
常
州
武
進
人
。

④
「
崔
東
壁
學
記
」
一
（
四
）、
五
二
頁
、
第
一
册
六
六
二
頁
、
二
三
四
～
二
四

三
頁
。
崔
述
（
一
七
四
〇
～
一
八
一
六
）、
直
隸
（
現
河
北
省
）
大
名
府
魏
縣
人
。

⑤
「
程
讓
堂
學
記
」
一
（
五
）、
六
二
頁
、
第
二
册
七
二
頁
、
一
五
四
～
一
六
七

頁
。
程
瑤
田
（
一
七
二
五
～
一
八
一
四
）、
安
徽
歙
縣
人
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
一
集

一
六
二

　

で
は
、
孫
海
波
の
淸
學
關
係
の
文
章
は
、
こ
と
ご
と
く
二
番
煎
じ
に
す
ぎ
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
か
ろ
う
。
私
見
で
は
、
程
瑤
田
に
關
す
る
論
述
な

ど
、
錢
穆
が
引
用
を
次
々
に
列
ね
て
は

單
に
槪
括
す
る
と
こ
ろ
を
、
孫
海
波
は

宋
儒
の
說
と
の
關
係
や
王
陽
朙
・
劉
宗
周
と
の
類
似
性
な
ど
と
い
っ
た
論
點
に
つ

い
て
考
察
を
加
え
て
お
り
、
よ
り
周
到
な
議
論
た
り
得
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
⑧
の
劉
逢
祿
の
著
作
に
つ
い
て
の
版
本
學
的
整
理
は
、
そ
の
後
の
硏
究
の
基

礎
と
い
う
評
價
を
得
て
い
る（
（（
（

。
そ
し
て
、
よ
り
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
思
わ
れ
る

の
が
、
一
貫
し
て
マ
イ
ナ
ー
な
存
在
に
目
を
向
け
る
關
心
の
あ
り
方
で
あ
る
。
⑦

と
⑨
に
お
け
る
忘
れ
ら
れ
た
學
者
・
思
想
家
の
發
掘
は
そ
の
典
型
例
と
位
置
づ
け

ら
れ
よ
う
。

　

楊
椿
は
朙
史
・
一
統
志
・
國
史
三
館
纂
修
を

ね
、
の
ち
『
朙
鑑
綱
目
』
編
修

に
携
わ
っ
た
史
學
者
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
へ
の
關
心
は
、
同

樣
に
朙
史
へ
の
造
詣
が
深
か
っ
た
萬
斯
同
（
一
六
三
八
～
一
七
〇
二
）
へ
の
顯
彰
意

識
と
一
體
の
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
萬
の
『
石
園
集
』
刊
行
を
志
し
な
が

ら
も
遂
げ
ら
れ
な
い
狀
況
の
中
で（
（（
（

、「
予
悲
夫
學
人
窮
畢
生
之
力
所
爲
文
字
、
徃

徃
不
傳
、
傳
矣
、
而
又
未
能
廣
（
私
は
、
學
人
が
畢
生
の
努
力
を
盡
く
し
て
書
い
た
文

章
が
し
ば
し
ば
傳
わ
ら
ず
、
傳
わ
っ
た
と
し
て
も
廣
ま
ら
な
い
と
い
う
事
態
を
悲
し
く
思

う
）」
と
の
感
慨
か
ら
、
ま
ず
は
刊
刻
さ
れ
な
が
ら
流
傳
の
少
な
い
楊
椿
の
文
集

を
影
印
出
版
す
る
の
だ
と
い
う
（
⑨
「
孟
鄰
堂
文
集
後
記
」
二
丁
オ
）。

　

こ
こ
で
の
孫
海
波
の
姿
勢
は
、
一
貫
し
て
マ
イ
ナ
ー
な
存
在
に
目
を
向
け
た

「
學
記
」
シ
リ
ー
ズ
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
、
⑦
は
、
張
沐
に
つ
い
て

の
最
初
の
學
術
硏
究
で
あ
る
。
引
用
・
出
典
の
表
示
等
に
難
點
は
あ
る
が
、
現
在

で
も
最
重
要
の
論
文
と
い
え
る（
（（
（

。
と
り
わ
け
、
な
ぜ
張
沐
が
マ
イ
ナ
ー
な
存
在
た

ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
か
、
そ
の
要
因
に
ま
で
考
察
を
及
ぼ
し
た
點
で
出
色

で
あ
る
。

は
な
い
ま
で
も
、
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
で
は
あ
り
え
な
い
。

　

こ
れ
ら
マ
イ
ナ
ー
な
存
在
に
對
し
て
向
け
る
關
心
の
あ
り
方
も
特
徵
的
で
あ

る
。
孫
海
波
本
來
の
專
門
と
い
う
べ
き
文
字
や
音
韻
の
話
題
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

ず
、
程
瑤
田
の
著
作
一
覽
紹
介
で
『
果
臝
轉
語
記
』
の
書
誌
的
內
容
に
言
及
す
る

（
⑤
一
六
一
頁
）
の
が
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
例
外
で
あ
る
。
そ
の
か
わ
り
彼
が
ほ
ぼ
一

貫
し
て
關
心
を
向
け
る
の
が
、「
義
理
」
す
な
わ
ち
哲
學
的
・
倫
理
學
的
含
意
で

あ
る
。
孫
の
關
心
の
焦
點
は
哲
學
思
想
に
あ
る
。
文
字
學
や
音
韻
學
に
お
い
て
こ

そ
淸
朝
考
證
學
が
長
足
の
進
步
を
遂
げ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
孫
の
關
心
の
あ
り
方

は
特
異
に
見
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
淸
學
上
の
比
較
的
マ
イ
ナ
ー
な
存
在
に
對
し
て
、
非
主
流
的

な
關
心
の
向
け
方
を
し
た
と
す
れ
ば
、
硏
究
史
に
お
い
て
は
獨
特
の
地
位
を
占
め

て
も
お
か
し
く
な
い
。
し
か
し
、
現
狀
で
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
そ
の
理

由
も
容
易
に
理
解
で
き
る
。
ほ
ぼ
同
じ
對
象
に
つ
い
て
、「
義
理
」
重
視
と
い
う

類
似
し
た
視
角
か
ら
取
り
上
げ
た
重
要
な
先
行
硏
究
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

錢
穆
（
一
八
九
五
～
一
九
九
〇
）『
中
國
近
三
百
年
學
術
史
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
三

七
年
初
版
（
（（
（

）
が
そ
れ
だ
。

　

錢
穆
が
同
書
で
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
④
の
崔
述
、
⑦
の
張
沐
、
⑨
の
楊
椿

以
外
の
全
員
で
あ
る（
（（
（

。
そ
し
て
、
孫
海
波
は
現
に
錢
穆
の
指
摘
に
も
言
及
し
て
い

る（
（（
（

。
さ
ら
に
、
孫
の
「
義
理
」
へ
の
關
心
が
歬
面
に
出
た
①
淩
廷
堪
や
⑤
程
瑤
田

に
つ
い
て
の
議
論
な
ど
は
、
淩
の
「
以
禮
代
理
」
說
の
淺
薄
さ
を
批
判
し
、
戴
震

を
も
加
え
た
三
者
の
比
較
に
お
い
て
程
に
高
い
評
價
を
與
え
る
と
い
う
構
圖
そ
の

も
の
が
錢
と
共
通
し
て
お
り
、
同
じ
表
現
を
襲
用
す
る
と
こ
ろ
さ
え
あ
る（
（（
（

。
し
た

が
っ
て
、
先
後
關
係
で
も
內
容
の
獨
創
性
に
お
い
て
も
孫
は
劣
位
に
あ
る
。
淩
廷

堪
の
主
張
を
淸
代
思
想
史
に
再
定
位
し
た
張
壽
安
に
よ
る
先
行
硏
究
紹
介
は
、
錢

と
孫
と
の
位
置
關
係
を
反
映
し
た
典
型
例
で
あ
る（
（（
（

。



孫
海
波
の
淸
代
學
術
思
想
硏
究

一
六
三

實
際
、
本
論
に
お
け
る
張
沐
の
思
想
變
遷
の
記
述
は
、
宋
朙
理
學
全
般
へ
の
深
い

理
解
を
背
景
に
し
た
も
の
と
評
し
う
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
マ
イ
ナ
ー
な
存
在
に
一
貫
し
て
㊟
目
し
、
そ
れ
ら
を
忘
却
か
ら

救
お
う
と
す
る
姿
勢
と
、
考
證
よ
り
も
義
理
へ
の
關
心
を
歬
面
に
出
す
關
心
の
あ

り
方
が
、
孫
海
波
の
淸
學
硏
究
の
特
徵
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
同
樣
の
視
角
を
も
つ

硏
究
に
と
っ
て
は
、
錢
穆
ほ
ど
の
重
要
性
は
認
め
が
た
い
と
し
て
も
、
孫
に
も
汲

む
べ
き
點
は
見
い
だ
せ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三　

孫
海
波
の
關
心
の
背
景

　

孫
海
波
は
な
ぜ
淸
學
へ
の
關
心
を
抱
き
、
無
視
し
が
た
い
數
の
文
章
を
發
表
す

る
に
い
た
っ
た
の
か
。
し
か
も
、
そ
の
關
心
の
內
容
が
、
孫
の
本
業
と
い
う
べ
き

甲
骨
學
硏
究
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
こ
の
問

題
を
、
孫
海
波
の
經
歷
と
い
う
文
脉
の
中
で
問
う
こ
と
に
し
よ
う
。
最
大
の
手
が

か
り
と
な
る
の
が
、
一
九
三
八
年
か
ら
日
本
傀
儡
政
權
下
の
文
化
事
業
に
參
與
し

た
と
の
『
縣
志
』
略
傳
の
記
述
で
あ
る
。
本
節
で
は
こ
の
こ
と
を
中
心
に
檢
討

し
、
そ
れ
だ
け
で
は
說
朙
の
付
か
な
い
要
因
に
つ
い
て
補
足
す
る
。

　

當
該
事
業
は
、
最
初
は
一
九
二
三
年
、
日
本
單
獨
の
「
對
支
文
化
事
業
」
と
し

て
法
整
備
さ
れ
、
そ
の
後
日
中
共
同
の
「
東
方
文
化
事
業
」
へ
と
變
更
さ
れ
た
も

の
で
あ
る（
（（
（

。
運
用
金
に
は
お
も
に
義
和
團
事
件
賠
償
金
が
充
て
ら
れ
た
。
こ
の
事

業
の
一
環
と
し
て
、
一
九
二
七
年
に
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
が
開
設
さ
れ
、
そ
の

中
心
業
務
と
さ
れ
た
の
が
續
修
四
庫
全
書
總
目
提
要
（
以
下
、
㊜
宜
「
續
修
提
要
」

と
略
稱
）
編
纂
事
業
で
あ
っ
た（
（（
（

。
と
こ
ろ
が
、
一
九
二
八
年
、
濟
南
事
變
を
受
け

て
中
國
側
委
員
が
總
退
出
し
、
事
業
の
繼
續
が
困
難
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
編
纂

事
業
の
立
て
直
し
を
託
さ
れ
た
の
が
、
當
時
北
京
で
『
文
字
同
盟
』
誌
を
發
行
し

學
術
的
交
友
が
廣
か
っ
た
中
國
文
學
者
、
橋
川
時
雄
（
一
八
九
四
～
一
九
八
二
）
で

　

夫
以
起
菴
在
當
時
聲
譽
之
隆
、
而
交
游
亦
廣
、
自
夏
峰
集
習
齋
年
譜
偶
一

及
之
之
外
、
其
餘
諸
家
、
無
㊒
能
衟
之
者
、
何
則
。
蓋
康
煕
之
世
、
朱
學
盛

而
王
學
浸
微
。
治
朱
學
者
、
見
起
菴
之
提
倡
心
學
、
方
且
痛
惡
之
不
暇
。
烏

肯
細
讀
其
書
。
洎
乎
乾
嘉
、
考
据
之
學
興
、
義
理
之
學
、
人
所
卑
視
、

朱

子
已
爲
諸
家
交
詬
之
的
、
更
無
人
肯
讀
起
菴
之
書
矣
。
而
河
南
人
士
、
自
張

敬
菴
而
後
、
不
惟
無
人
能
講
義
理
之
學
、

考
据
之
術
、
亦
渺
㊒
通
者
。
鄕

邦
人
士
猶
然
、
外
人
更
無
從
知
之
矣
。
是
以
起
菴
之
學
、
雖
行
于
當
世
、
不

旋
踵
而

湮
沒
無
聞
焉
。

　

そ
も
そ
も
張
沐
の
生
歬
、
聲

が
あ
れ
ほ
ど
高
く
、
交
遊
も
ま
た
廣
か
っ

た
と
い
う
の
に
、『
夏
峰
集
』や『
習
齋
年
譜
』に
た
ま
た
ま
言
及
さ
れ
る
以
外
、

そ
の
他
の
諸
家
で
彼
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
語
っ
た
者
が
い
な
い
の
は
、
な
ぜ

な
の
だ
ろ
う
か
。
康
煕
の
時
朞
、
朱
子
學
が
盛
ん
で
王
學
は
し
だ
い
に
衰
え

て
い
た
。
朱
子
學
に
取
り
組
む
人
た
ち
は
、
張
沐
が
心
學
を
提
唱
し
た
の
を

見
て
、
激
し
い
憎
惡
を
向
け
る
こ
と
に
の
み
忙
し
く
、
そ
の
書
物
を
丁
寧
に

讀
み
込
む
こ
と
な
ど
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。
乾
隆
・
嘉
慶
の
時
代
に
な
る

と
、
考
證
學
が
勃
興
し
、
義
理
の
學
は
人
々
か
ら
蔑
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
、
朱
子
で
す
ら
諸
家
が
非
難
を
加
え
合
う
標
的
と
な
っ
て
お
り
、
張
沐
の

書
物
を
甘
ん
じ
て
讀
も
う
と
す
る
人
な
ど
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
い
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
河
南
の
人
士
は
、
張
伯
行
以
後
、
義
理
の
學
を
講

じ
る
こ
と
の
で
き
る
人
が
い
な
い
ば
か
り
か
、
考
證
の
學
問
に
つ
い
て
も
、

や
は
り
理
解
者
に
乏
し
い
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
鄕
里
の
人
士
で
す
ら
そ
う

な
の
だ
か
ら
、
外
地
の
人
々
は
い
っ
そ
う
知
る
よ
し
も
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
張
沐
の
學
は
、
そ
の
當
時
に
は
行
わ
れ
た
の
に
、
そ
の
後
急
速
に
埋
も

れ
て
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。（
⑦
三
七
頁
）

　

こ
の
記
述
に
は
、
孫
自
身
の
「
義
理
の
學
」
へ
の
關
心
も
ま
た
垣
閒
見
え
る
。
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各
類
に
見
え
る
（
記
號
は
今
村
に
從
っ
た
も
の
で
、「
＊
」
は
主
纂
（
主
編
）
を
務
め
た

も
の
、「
○
」
は
整
理
工
作
者
を
意
味
す
る
）。
經
部
で
は
、
易
類
、
禮
類
、
群
經
總

義
類
（
＊
〇
）、
四
書
類
、
小
學
類
、
石
經
類
（
＊
〇
）。
史
部
で
は
傳
記
類
と
金

石
類
。
子
部
で
は
儒
家
類
（
＊
〇
）、
天
文
算
法
類
、
雜
家
類
、
雜
纂
類
。
以
上

で
あ
る（

（（
（

。

　

子
部
儒
家
類
へ
の
關
與
が
意
外
な
ほ
ど
深
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
執
筆
範
圍
は
比
較
的
廣
範
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
現
存
す
る
提
要
稿
と
關
連
㊮

料
か
ら
實
態
を
確
認
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

歬
揭
『
稿
本
』
第
一
册
の
「
提
要
撰
者
表
」
に
依
據
し
て
、
第
一
一
册
三
八
九

頁
上
～
第
一
二
册
四
七
四
頁
上
、
第
三
七
册
四
一
三
頁
上
～
四
四
〇
頁
下
、
同
五

九
四
頁
下
～
同
六
二
一
頁
上
を
取
り
あ
え
ず
孫
海
波
執
筆
分
と
す
る
（
以
後
「
認

定
範
圍
」
と
稱
す
）。
認
定
範
圍
內
の
提
要
は
、
そ
の
大
多
數
が
右
肩
上
が
り
で
縱

長
の
特
徵
的
筆
跡
で
書
か
れ
、
他
の
出
版
物
に
お
け
る
孫
名
義
の
序
跋
の
筆
跡
と

も
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
と
『
編
纂
㊮
料
』
と
の
突
き
合
わ
せ
を
行
い
、
未
執
筆
書

目
を
も
材
料
と
す
る
。
以
上
の
デ
ー
タ
をExcel

ブ
ッ
ク
形
式
の
フ
ァ
イ
ル
に

入
力
し
、
各
種
の
竝
べ
替
え
・
集
計
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
甲
骨
學
お
よ
び
そ
れ
と
關
連
す
る
石
經
、
金
石
分
野
の
狀
況
に
觸
れ
て

お
こ
う
。
孫
海
波
自
身
が
か
か
わ
っ
た
書
物
の
序
文
や
識
語
、『
中
和
⺼
刊
』
の

「
書
林
偶
拾
」
欄
に
「
海
波
」・「
波
」
名
義
で
書
か
れ
た
書
評（
（（
（

な
ど
が
當
該
時
朞

の
學
術
成
果
だ
が
、
こ
れ
ら
と
同
一
對
象
に
か
か
わ
る
孫
海
波
執
筆
提
要
が
複
數

存
在
し
、
そ
れ
ら
の
閒
に
は
ほ
ぼ
必
ず
同
一
表
現
、
同
一
論
旨
の
轉
用
が
見
ら
れ

る
。
こ
の
こ
と
が
示
す
の
は
、
孫
に
と
っ
て
提
要
執
筆
は
、
本
來
の
硏
究
活
動
と

別
事
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
き
に
は
自
著
の
提
要
を
執
筆
し
て

そ
の
意
義
を
自
贊
し
て
さ
え
い
る（
（（
（

。

　

で
は
、
同
樣
の
關
係
が
淸
學
硏
究
に
つ
い
て
も
成
り
立
つ
か
と
い
う
と
、
そ

あ
る（

（（
（

。
橋
川
は
一
九
三
三
年
一
二
⺼
に
東
方
文
化
事
業
總
委
員
會
總
務
委
員
署
理

に
就
任
、
以
後
、
未
完
の
ま
ま
一
九
四
五
年
に
中
國
側
に
接
收
さ
れ
る
ま
で
、
續

修
提
要
編
纂
事
業
の
實
質
的
責
任
者
を
務
め
た
。

　

接
收
さ
れ
た
提
要
原
稿
は
北
京
で
保
管
さ
れ
、
そ
の
後
影
印
出
版
さ
れ
た
。
中

國
科
學
院
圖
書
館
整
理
『
續
修
四
庫
全
書
總
目
提
要
（
稿
本
）』
全
三
七
册
＋
索

引
卷
（
齊
魯
書
社
、
一
九
九
六
年
）（
以
下
『
稿
本
』
と
稱
す
）
で
あ
る
。
ま
た
、
東
京

の
東
洋
文
庫
に
は
關
連
の
簿
册
が
『
續
修
四
庫
全
書
總
目
提
要
撰
稿
底
簿　

硏
究

所
』・『
同　

書
目
』（
貴
Ⅺ―

三―

Ｂ―

四
二
）（
以
下
、
㊟（
34
）に
揭
げ
る
吳
格
論
文

に
倣
い
『
編
纂
㊮
料
』
と
稱
す
）
と
題
し
て
收
藏
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。「
硏
究
所
」
部
分

は
提
要
原
稿
の
受
付
記
錄
、「
書
目
」
部
分
は
各
執
筆
者
へ
の
割
當
書
目

執
筆

㊒
無
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
橋
川
時
雄
は
一
九
三
四
年
、
硏
究
囑
託
の
增
聘
を
進
め
て
ス
タ
ッ

フ
の
若
﨤
り
を
圖
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
孫
海
波
の
名
も
こ
れ

ら
增
聘
硏
究
員
の
一
人
と
し
て
先
行
硏
究
で
は
言
及
さ
れ
る（
（（
（

。
し
か
し
、
孫
の
略

傳
で
は
事
業
參
加
は
一
九
三
八
年
と
あ
り
、
お
そ
ら
く
そ
れ
が
正
し
い
。
一
九
三

七
年
に
日
中
戰
爭
が
勃
發
し
た
こ
と
に
伴
う
立
て
直
し
策
と
し
て
再
度
人
員
補
充

の
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う（
（（
（

。

　

本
稿
は
、
孫
海
波
が
一
九
三
八
年
に
硏
究
囑
託
に
採
用
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ

こ
で
の
提
要
執
筆
作
業
が
一
九
四
〇
年
代
に
至
る
ま
で
の
彼
の
學
問
に
深
甚
な
影

響
關
係
を
も
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
す
る
。
そ
の
こ
と
を
檢
證
す
る
た
め

に
、
孫
の
提
要
執
筆
狀
況
は
㊒
用
な
材
料
で
あ
る
。

　

從
來
は
孫
海
波
の
擔
當
範
圍
は
「
甲
骨
文
、
子
部
儒
家
類
」
な
ど
と
さ
れ
た（
（（
（

。

こ
れ
に
對
し
、
橋
川
時
雄
が
一
九
四
〇
年
に
興
亞
院
に
提
出
し
た
計
劃
書
に
も
と

づ
き
今
村
與
志
雄
が
紹
介
し
て
い
る
各
部
類
の
提
要
執
筆
者
一
覽
表
は
、
四
部
分

類
の
枠
組
み
で
も
う
少
し
詳
細
な
デ
ー
タ
を
示
し
て
お
り
、
孫
海
波
の
名
は
次
の



孫
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學
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究

一
六
五

　

認
定
範
圍
の
提
要
篇
數
は
九
六
三
で
あ
る
。『
稿
本
』
索
引
卷
に
引
き
當
て
て

部
ご
と
の
篇
數
を
集
計
し
、
類
レ
ベ
ル
で
㊟
目
さ
れ
る
分
布
を
備
考
に
記
す
。

　

結
果
は
「
表
」
に
示
し
た
と
お
り
。
經
部
小
學
類
は
當
然
の
こ
と
な
が
ら
多

く
、
史
部
金
石
類
に
含
ま
れ
る
「
甲
骨
文
」
も
、
續
修
提
要
事
業
本
來
の
分
類
で

は
經
部
小
學
類
に
屬
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
廹
る
數
を
示
す
の
が
子
部
雜
家
類

で
あ
り
、
子
部
儒
家
類
も
相
當
の
比
重
を
占
め
て
い
る
。

　

本
文
か
ら
整
理
し
た
デ
ー
タ
に
目
を
轉
じ
る
と
、
撰
者
の
朝
代
の
延
べ
數
と
し

て
は
、『
四
庫
全
書
』
續
修
と
い
う
性
格
上
當
然
で
は
あ
る
が
、
淸
が
六
二
一
と

壓
倒
的
に
多
い
。
朝
鮮
の
九
六
も
特
筆
さ
れ
る
。
記
さ
れ
て
い
な
い
一
四
一
例
の

中
で
は
、
劉
師
培
以
下
、
近
人
が
多
く
を
占
め
る
。

　
『
編
纂
㊮
料
』
と
突
き
合
わ
せ
る
と
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
。

　

第
一
に
、「
硏
究
所
」
簿
册
の
「
收
稿
日
朞
」
は
一
九
三
八
年
七
⺼
一
九
日
か

ら
九
⺼
一
三
日
ま
で
、
簿
册
內
に
記
さ
れ
た
四
八
種（

（（
（

は
す
べ
て
認
定
範
圍
內
に
提

要
が
存
在
し
、「
硏
究
所
」
の
分
類
で
は
す
べ
て
「
經
部
石
經
類
」
と
「
經
部
小

學
類
甲
角
之
屬
」
と
記
さ
れ
る
（『
稿
本
』
の
分
類
で
は
ほ
ぼ
「
經
部
石
經
類
」
と
「
史

部
金
石
類
」
に
相
當
）。

　

第
二
に
、「
書
目
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
認
定
範
圍
に
提
要
が
存
在
し
な
い

も
の
が
多
數
あ
る
。
そ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
場
合
が
あ
る
。
一
つ
目
は
、「
書

目
」
に
お
い
て
事
後
的
に
抹
消
さ
れ
て
い
る
場
合
。
他
の
執
筆
者
に
依
賴
濟
み
で

あ
る
こ
と
が
あ
と
か
ら
判
朙
し
た
ケ
ー
ス
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る（

（（
（

。
二
つ
目
は
、
認

定
範
圍
外
の
執
筆
者
不
朙
提
要
と
し
て
收
錄
さ
れ
て
い
る
場
合
。
該
當
事
例
は

『
稿
本
』
三
五―

八
二
九
～
八
四
一
頁
、
お
よ
び
三
七―

三
七
七
～
七
七
五
頁
の

範
圍
內
で
計
三
一
篇
あ
り
、
筆
跡
の
面
で
も
、
認
定
範
圍
の
大
多
數
と
一
致
す
る

も
の
が
存
在
す
る
。
三
つ
目
は
、
書
か
れ
た
の
に
失
わ
れ
た
場
合
。「
書
目
」
簿

册
に
「
已
撰
」
印
が
あ
る
に
も
關
わ
ら
ず
『
稿
本
』
に
該
當
書
名
が
見
え
な
い
の

う
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
書
目
の
レ
ベ
ル
で
、
孫
海
波
が
論
文
で
論
じ
た
著
者
の

著
述
を
ほ
と
ん
ど
擔
當
し
て
い
な
い
。
例
外
は
、
程
瑤
田
の
著
作
七
種
、
張
沐
の

著
作
と
し
て
經
部
四
書
類
の
二
種
を
擔
當
し
て
い
る
こ
と
だ
が
、
張
沐
に
つ
い
て

論
文
で
分
析
し
た
思
想
的
著
作
の
提
要
は
王
孝
魚
が
す
で
に
執
筆
し
て
い
た（
（（
（

。
ま

た
、
程
瑤
田
著
作
の
提
要
で
⑤
「
程
讓
堂
學
記
」
と
內
容
が
重
な
る
の
は
、『
論

學
小
記
』（『
稿
本
』
一
二―

一
一
五
頁
）
の
み
で
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
淸
學
硏
究
に
關
し
て
は
、
孫
海
波
の
中
で
續
修
提
要
執
筆
と
の
直

接
的
重
な
り
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
兩
者
の
無

關
係
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
、
よ
り
深
い
レ
ベ
ル
で
の
關
連
を
想
定
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
彼
の
書
い
た
提
要
の
分
類
上
の
分
布
か
ら
そ
の
關

連
を
主
張
し
た
い
。
分
類
は

『
稿
本
』
索
引
卷
の
用
い
た
部

類
に
よ
る
。
四
部
分
類
に
叢
書

部
と
方
志
部
を
加
え
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
續
修
提
要
事

業
で
實
際
に
用
い
ら
れ
た
北
京

人
文
科
學
硏
究
所
の
分
類
表
に

基
づ
き
な
が
ら
も
多
少
改
變
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
個
々
の
書

物
の
分
類
も
、『
編
纂
㊮
料
』

と
は
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
孫
海
波
ら
當
事
者

の
分
類
意
識
と
は
多
少
ず
れ
る

が
、
大
體
の
傾
向
を
示
す
に
は

十
分
で
あ
ろ
う
。

表　孫海波執筆提要（認定範圍分）の分布
部 篇數 備考
經 386 四書 37

小學 267（內音韻 156）
石經 14

史 111 傳記 21（內外國人傳 13）
金石 49（甲骨文含む）

子 401 儒家 91
雜家 249
說叢 39

集 63 別集 44
（時代はすべて淸。朝鮮の著者 26含む）

叢書 2
方志 0
計 963
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第
七
十
一
集

一
六
六

た
。
と
こ
ろ
が
、「
書
目
」
で
は
、「
硏
究
所
」
記
載
と
の
重
出
を
含
む
「
石
經
」

類
と
「
經
部
小
學
類
甲
骨
之
屬
」
と
の
閒
に
、
部
類
表
示
は
な
い
も
の
の
「
經
部

小
學
類
音
韻
之
屬
」
と
見
る
べ
き
割
當
も
な
さ
れ
て
い
る
（「
書
目
」
第
一
册
一
丁

ウ
～
四
丁
ウ
。
な
お
、
簿
册
用
紙
は
每
半
葉
一
二
行
で
、
原
則
一
行
一
種
の
書
籍
が
記
載

さ
れ
る
）。
そ
し
て
、
以
後
、
書
目
は
逐
次
的
に
追
加
さ
れ
て
い
っ
た
形
迹
が
あ

る
。
音
韻
關
係
が
一
箇
所
に
ま
と
め
て
で
は
な
く
、
飛
び
飛
び
に
登
場
す
る
の
で

あ
る
。
そ
の
錯
綜
し
た
記
述
の
中
に
、
未
執
筆
分
を
含
む
大
量
の
子
部
文
獻
割
當

が
確
認
で
き
る
。
ま
ず
は
「
雜
考
」
の
大
量
割
當
が
あ
り
（
第
一
册
八
丁
ウ
～
二
〇

丁
オ
）、「
雜
家
」（
二
六
丁
オ
～
三
三
丁
ウ
）、「
儒
家
」（
三
三
丁
ウ
～
三
八
丁
オ
（
（（
（

）
と

い
っ
た
ま
と
ま
り
が
見
い
だ
せ
る
。「
書
目
」
第
二
册
に
な
っ
て
「
四
書
」
が
登

場
し
（
第
二
册
一
丁
ウ
～
四
丁
ウ
）、
續
い
て
「
儒
家
・
雜
家
」
の
割
當
が
八
丁
オ

ま
で
記
さ
れ
る
。
分
類
の
詳
細
を
執
筆
者
に
丸
投
げ
し
た
か
た
ち
で
あ
る
。
そ

し
て
、「
書
目
」
の
最
後
で
劉
師
培
の
大
量
の
著
作
が
一
氣
に
割
當
て
ら
れ
た
ほ

か
、
書
目
の
外
で
も
執
筆
割
當
が
行
わ
れ
た（
（（
（

。
典
型
的
な
の
が
一
九
四
〇
年
の
朝

鮮
圖
書
調
査
で
あ
る
。

　

こ
の
擴
大
に
與
っ
て
力
が
あ
っ
た
の
は
、
割
當
を
差
配
し
た
橋
川
時
雄
か
ら
の

信
賴
で
あ
ろ
う
。
一
九
四
一
年
發
表
の
「
北
京
の
學
藝
界
」
と
い
う
文
章
で
、
橋

川
は
以
下
の
よ
う
に
孫
海
波
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

孫
氏
（
孫
海
波
、
引
用
者
㊟
）
に
い
た
っ
て
は
甲
骨
文
字
に
關
す
る
多
く
の

著
述
を
公
刊
し
て
ゐ
る
ば
か
り
で
な
く
、
古
音
學
の
硏
究
に
も
及
び
、
漢
學

宋
學
を
渾
然
融
合
し
た
學
養
に
ま
で
發
展
せ
し
め
む
と
努
め
て
居
る
。（
㊟

（
33
）歬
揭
高
田
編
書
、
一
六
七
～
一
六
八
頁
）

　

こ
う
し
た
志
向
を
理
解
し
た
か
ら
橋
川
が
儒
家
類
を
任
せ
た
の
か
、
そ
れ
と
も

儒
家
類
を
任
さ
れ
た
か
ら
孫
の
う
ち
に
こ
う
し
た
志
向
が
芽
生
え
た
の
か
は
難

し
い
問
題
だ
が
、
孫
の
仕
事
ぶ
り
を
橋
川
が
信
賴
す
る
こ
と
な
く
し
て
委
囑
範
圍

は
約
六
〇
例
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
稿
本
は
失
わ
れ
て
も
、
そ
の
後

の
編
纂
段
階
で
あ
る
油
印
打
字
本（

（（
（

に
は
含
ま
れ
て
い
る
例
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
四
つ
目
が
、
そ
も
そ
も
書
か
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
場
合
。
該
當
は
五
〇

二
例
。
ち
な
み
に
、「
書
目
」
に
記
載
さ
れ
た
書
籍
の
數
は
、
重
複
や
取
消
し
も

含
め
る
と
一
三
七
九
種
に
上
る
。
全
體
の
分
類
傾
向
は
記
載
不
十
分
の
た
め
示
し

が
た
い
が（

（（
（

、
重
複
を
無
視
し
て
「
書
目
」
簿
册
の
部
類
表
示
に
よ
り
單
純
計
算
す

る
と
、「
金
石
」
の
二
〇
九
種
以
外
に
、「
儒
家
」
一
〇
五
種
、「
儒
家
・
雜
家
」

九
〇
種
、「
雜
家
」
一
八
四
種
、「
雜
考
」（
正
確
に
は
「
子
部
雜
家
類
雜
考
之
屬
」
で

あ
ろ
う
）
二
八
一
種
を
數
え
る
。「
書
目
」
第
一
册
の
終
盤
か
ら
第
二
册
冐
頭
に

あ
る
「
金
石
」
や
、
第
二
册
後
半
の
「
儒
家
」、「
雜
家
」、「
雜
考
」、
そ
し
て
最

後
に
ま
と
め
て
加
え
ら
れ
た
劉
師
培
著
作
六
三
種
（
未
分
類
）
は
未
執
筆
率
が
高

い
。

　

第
三
に
、「
書
目
」
簿
册
に
該
當
の
な
い
提
要
稿
が
、
認
定
範
圍
內
に
二
一
〇

篇
存
在
す
る
。
經
部
易
類
は
、「
書
目
」
に
は
全
く
登
場
し
な
い
の
に
二
〇
篇
が

認
定
範
圍
內
に
あ
る
。
こ
の
ほ
か
㊟
意
さ
れ
る
の
は
、
朝
鮮
の
書
物
九
八
種
で
、

分
類
は
多
岐
に
わ
た
る
。
一
九
四
〇
年
七
⺼
に
橋
川
時
雄
が
朝
鮮
圖
書
視
察
を
し

た
際
、
張
壽
林
（
一
九
〇
七
～
？
）、
謝
國
楨
（
一
九
〇
一
～
一
九
八
二
）、
班
書
閣

（
一
九
〇
〇
～
？
）、
孫
海
波
が
硏
究
員
と
し
て
同
伴
し
て
お
り
、
そ
の
と
き
の
調

査
の
產
物
で
あ
ろ
う（
（（
（

。
朴
趾
源
『
燕
巖
集
』（『
稿
本
』
三
七―

六
一
七
頁
）
な
ど
儒

者
の
別
集
も
擔
當
し
て
い
る（
（（
（

。

　

以
上
の
デ
ー
タ
は
、
橋
川
の
事
業
計
畫
に
お
け
る
孫
海
波
の
位
置
を
お
お
む
ね

裏
づ
け
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
多
く
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

孫
海
波
の
擔
當
範
圍
は
、
時
系
列
的
に
擴
大
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
硏
究
所
」

簿
册
は
、
孫
が
採
用
さ
れ
た
當
初
と
思
わ
れ
る
一
九
三
八
年
の
短
朞
閒
し
か
記
述

が
な
い
が
、
石
經
と
甲
骨
文
と
い
う
孫
本
來
の
專
門
性
に

し
た
擔
當
で
あ
っ



孫
海
波
の
淸
代
學
術
思
想
硏
究

一
六
七

　

本
節
を
結
ぶ
に
あ
た
り
、
孫
海
波
の
淸
學
硏
究
が
㊟
目
を
浴
び
に
く
い
要
因
に

つ
い
て
憶
測
を
加
え
て
お
く
。
第
一
節
に
紹
介
し
た
『
縣
志
』
略
傳
で
は
、
戰
時

下
の
對
日
協
力
と
も
受
け
取
ら
れ
る
續
修
事
業
へ
の
參
與
も
記
さ
れ
、
同
じ
『
中

和
⺼
刊
』
に
揭
載
さ
れ
た
甲
骨
學
關
係
の
書
評
類
に
も
言
及
さ
れ
る
の
に
、
淸
學

硏
究
論
文
は
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
。
孫
の
人
生
を
語
る
さ
い
に
淸
學
硏
究
を
逸
脫

あ
る
い
は
餘
計
な
も
の
と
見
な
す
バ
イ
ア
ス
が
（
も
し
か
し
た
ら
孫
自
身
に
お
い
て

も
）
働
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
孫
の
事
情
に

し
て
み
れ
ば
、
マ
イ
ナ
ー

な
學
者
の
義
理
の
學
に
㊟
意
を
向
け
る
非
主
流
的
な
淸
學
硏
究
は
、
大
量
の
文
獻

を
參
照
す
る
必
要
上
、
續
修
提
要
事
業
へ
の
參
畫
と
い
う
條
件
を
利
し
て
か
ろ
う

じ
て
逹
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
條
件
が
失
わ
れ
た
と
き
、
政
治
社
會
狀

況
か
ら
見
て
も
繼
續
困
難
で
あ
り
、
孫
自
身
に
と
っ
て
も
斷
念
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
テ
ー
マ
と
し
て
、
忘
却
の
淵
に
沈
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

と
は
い
え
、
私
に
と
っ
て
彼
の
淸
學
硏
究
は
、
ま
さ
に
忘
却
へ
の
抵
抗
を
こ
そ

中
心
的
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
た
と
見
え
る
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
貴
重
で

あ
る
。
孫
は
張
沐
を
取
り
上
げ
た
動
機
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

吾
悲
夫
起
菴
、
志
衟
之
篤
、
進
學
之
猛
、
著
述
之
富
、
而
獨
爲
近
世
治
哲

學
思
想
史
者
所
忽
視
也
。
故
輯
其
生
平
論
學
大
旨
著
于
篇
。
至
其
是
非
得
失
、

則
以
俟
學
人
㊒
所
論
定
焉
。

　

私
と
し
て
は
、
張
沐
が
衟
に
深
く
志
し
、
全
力
で
學
に
取
り
組
み
、
豐
富

な
著
述
を
殘
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
近
の
哲
學
思
想
史
硏
究
者
か
ら
は

輕
視
さ
れ
る
一
方
で
あ
る
こ
と
を
悲
し
く
思
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
の
生
平
と

學
問
的
議
論
の
主
旨
を
集
錄
し
て
一
篇
の
論
文
に
著
し
た
。
そ
の
學
問
の
是

非
得
失
に
つ
い
て
は
、
學
者
た
ち
が
論
定
し
て
く
れ
る
の
を
待
つ
こ
と
と
し

よ
う
。（
⑦
三
七
～
三
八
頁
）

　

私
は
、
孫
海
波
が
張
沐
に
對
し
て
志
し
た
こ
と
を
、
孫
海
波
の
淸
學
硏
究
に
つ

の
擴
大
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う（
（（
（

。
そ
し
て
、「
書
目
」
の
累
加
の
推
移
か
ら
は
、「
雜

考
」
と
い
う
考
證
學
者
の
劄
記
を
多
く
含
む
分
野
の
擔
當
が
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
で

あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
孫
が
從
來
學
界
で
確
立
し
て
き
た

專
門
性
を
越
え
て
、
雜
な
る
範
圍
へ
と
擔
當
分
野
が
一
氣
に
擴
大
し
た
。
そ
の
延

長
線
上
に
、
子
部
儒
家
類
や
經
部
四
書
類
と
い
っ
た
性
理
學
的
色
彩
が
强
い
著
作

群
に
つ
い
て
も
依
賴
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
う
し
た
擴
大

は
、
學
者
の
レ
ベ
ル
や
學
風
の
違
い
を
越
え
た
淸
學
の
全
體
像
に
つ
い
て
、
包
括

的
認
識
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

か
く
し
て
、
續
修
提
要
事
業
に
お
い
て
淸
代
の
學
者
の
廣
範
な
文
獻
を
手
が

け
、
子
部
儒
家
類
の
主
纂
・
整
理
工
作
を
通
じ
て
義
理
の
學
へ
の
理
解
を
深
め
た

こ
と
は
、
一
九
四
〇
年
ご
ろ
の
孫
の
淸
學
硏
究
に
と
っ
て
不
可
缺
の
背
景
を
な
し

た
に
ち
が
い
な
い
。
埋
沒
し
て
い
く
優
れ
た
知
性
へ
の
哀
惜
と
、
性
理
學
へ
の
深

い
理
解
が
、
孫
の
淸
學
硏
究
を
特
徵
づ
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
述
べ
た
こ
と
は
、『
中
和
⺼
刊
』
發
表
論
文
の
多
く
に
當
て
は
ま
る
が
、

一
篇
だ
け
例
外
が
あ
る
。
張
沐
を
扱
っ
た
⑦
「
張
起
菴
學
記
」
で
あ
る
。
こ
こ
で

孫
海
波
は
、
張
沐
に
從
學
し
た
黃
本
訥
や
李
經
世
と
い
っ
た
人
物
の
遺
書
を
見
ら

れ
ず
に
い
る
こ
と
を
嘆
き（
（（
（

、「

起
菴
著
述
、
亦
求
之
十
年
而
始
獲
一
讀
（
張
沐

の
著
述
で
す
ら
、
十
年
も
の
探
求
の
後
に
や
っ
と
一
讀
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
）」

（
⑦
三
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
孫
が
張
沐
の
著
述
を
求
め
始
め
た

の
は
遲
く
と
も
一
九
三
〇
年
頃
と
な
り
、
續
修
提
要
事
業
に
か
か
わ
る
以
歬
に
關

心
を
も
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
、
そ
の
關
心
は
何
に
由
來
す
る
の
か
。
單
純
で
は
あ
る
が
、
河
南
人
と
し

て
の
鄕
土
意
識
だ
と
推
測
す
る
。『
縣
志
』
略
傳
に
あ
る
と
お
り
、「
張
起
菴
學

記
」
に
至
る
十
年
の
閒
に
、
孫
海
波
は
河
南
通
志
編
纂
事
業
で
成
果
を
上
げ
て
お

り
、
そ
の
こ
と
は
自
身
の
鄕
土
意
識
を
い
っ
そ
う
高
め
た
で
あ
ろ
う（
（（
（

。



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
一
集

一
六
八

九
九
二
年
）、
六
七
二
～
六
七
三
頁
。

（
７
）　

郭
勝
强
『
河
南
大
學
與
甲
骨
學
』（
河
南
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
二
二
五

～
二
三
六
頁
。
郭
が
孫
海
波
か
ら
も
授
業
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
同
書
、
三

九
七
頁
を
參
照
。

（
８
）　

私
は
武
藏
大
學
圖
書
館
所
藏
本
に
よ
り
閱
覽
し
た
。
な
お
、
本
誌
論
文
執
筆
要
領

に
は
反
す
る
が
、
こ
の
引
用
に
つ
い
て
は
譯
文
の
み
と
す
る
。

（
９
）　

孫
海
波
の
生
年
記
述
は
一
定
し
な
い
が
、
㊮
料
の
性
格
上
こ
れ
に
從
っ
て
よ
か
ろ

う
。
日
本
で
は
橋
川
時
雄
編
纂
『
中
國
文
化
界
人
物
總
鑑
』（
中
華
法
令
編
印
館
、

一
九
四
〇
年
［
名
著
普
及
會
、
一
九
八
二
年
覆
刻
版
］）、
三
一
五
頁
に
よ
り
「
一
九

一
〇
年
生
ま
れ
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
後
述
の
と
お
り
橋
川
は
孫
と
交
流
が
あ
っ

た
が
、
こ
の
書
物
は
突
貫
工
事
で
作
ら
れ
て
お
り
、
全
體
と
し
て
の
精
度
に
は
疑
問

が
あ
る
。

（
10
）　

正
し
く
は
「
說
十
三
⺼
」。
㊟（
７
）歬
揭
の
郭
書
、
二
三
一
頁
に
商
代
曆
法
に
つ

い
て
の
孫
海
波
の
硏
究
を
論
評
し
て
い
る
。

（
11
）　

原
文
は
「
日
僞
」。

（
12
）　

㊟（
７
）歬
揭
の
郭
書
、
二
三
二
頁
で
は
、『
河
南
大
學
校
史
』（
河
南
大
學
出
版

社
、
一
九
八
五
年
、
未
見
）
八
五
頁
引
用
に
よ
る
學
術
著
作
出
版
物
の
列
擧
に
『
四

庫
全
書
金
石
部
分
・
雜
考
部
分
提
要
考
證
』
と
あ
る
。
後
述
の
と
お
り
、
こ
れ
は
獨

立
の
出
版
物
で
は
な
く
、
續
修
四
庫
全
書
總
目
提
要
編
纂
事
業
の
提
要
執
筆
に
參
加

し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
擔
當
部
分
を
「
雜
物
」
で
な
く
「
雜
考
」
と
す
る
點
は
、

相
對
的
に
よ
り
正
確
で
あ
る
。

（
13
）　

正
し
く
は
「
岩
閒
德
也
」
で
あ
ろ
う
。

（
14
）　

開
封
師
範
學
院
で
孫
海
波
の
同
僚
で
あ
っ
た
李
白
鳳
の
息
女
、
李
惟
薇
の
回
想
文

は
、
孫
の
冗
談
好
き
の
性
格
や
文
化
大
革
命
時
に
命
が
け
で
藏
書
を
守
っ
た
姿
に
觸

れ
る
。
李
惟
薇
「
汴
梁
舊
事
」（『
駐
馬
店
師
專
學
報
（
社
會
科
學
版
）』
一
九
九
一

年
第
一
朞
、
三
〇
頁
・
六
七
頁
）。

い
て
受
け
繼
ご
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

ま
と
め
よ
う
。
孫
海
波
の
淸
學
硏
究
は
、
マ
イ
ナ
ー
な
存
在
を
偏
愛
し
、
哲
學

思
想
的
側
面
に
重
點
を
置
く
も
の
で
、
先
行
す
る
錢
穆
の
陰
に
隱
れ
が
ち
で
は
あ

る
が
、
論
旨
や
對
象
選
擇
に
お
い
て
一
定
の
獨
自
性
を
評
價
す
べ
き
で
あ
る
。
孫

の
硏
究
の
背
景
に
は
、
續
修
四
庫
全
書
總
目
提
要
編
纂
事
業
に
お
け
る
子
部
儒
家

類
・
雜
家
類
の
大
量
の
執
筆
擔
當
が
大
き
な
條
件
と
し
て
あ
り
、
一
部
業
績
に
つ

い
て
は
河
南
の
地
緣
も
作
用
し
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
よ
り
大
き
な
視
野
の
も
と
に
論
ず
べ
き
課
題
は
多
々
殘
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
議
論
の
廣
が
り
に
朞
待
し
た
い
。
と
り
わ
け
、
續
修
提
要
執
筆
者
集

團
の
活
動
や
成
果
を
ど
の
よ
う
に
評
價
す
べ
き
か
、
そ
の
中
で
の
比
較
に
お
い
て

各
人
が
ど
の
よ
う
に
特
徵
づ
け
ら
れ
る
か
と
い
っ
た
問
題
は
興
味
深
い
と
こ
ろ
で

あ
る（
（（
（

。
㊟（

１
）　

鈴
木
敦
「『
甲
骨
文
編
』
に
お
け
る
檢
索
上
の
障
害
に
つ
い
て
」（『
五
浦
論
叢　

茨
城
大
學
五
浦
美
術
文
化
硏
究
所
紀
要
』
第
一
〇
號
、
二
〇
〇
三
年
）
二
頁
。

（
２
）　

孫
海
波
『
甲
骨
文
編
』（
哈
佛
燕
京
學
社
、
一
九
三
四
年
）。

（
３
）　

中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
編
輯
『
甲
骨
文
編
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
五

年
）。

（
４
）　

㊟（
１
）歬
揭
論
文
が
代
表
例
。

（
５
）　

存
萃
學
社
編
集
『
中
國
近
三
百
年
學
術
思
想
論
集
』（
崇
文
書
店
、
一
九
七
一

年
）。

（
６
）　

潢
川
縣
志
編
纂
委
員
會
編
『
潢
川
縣
志
』（
生
活
・
讀
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一



孫
海
波
の
淸
代
學
術
思
想
硏
究

一
六
九

（
15
）　
『
東
亞
論
叢
』
は
東
京
・
文
求
堂
發
行
の
學
術
雜
誌
で
第
六
輯
ま
で
出
た
。
中
國

人
に
よ
る
中
國
語
論
文
の
揭
載
は
孫
海
波
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

（
16
）　
『
中
和
⺼
刊
』
に
つ
い
て
は
桑
兵
「《
中
和
⺼
刊
》
解
說
」（
中
和
⺼
刊
社
編
『
中

和
⺼
刊
』
第
一
册
、
北
京
圖
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
于
靜
「
林
辰
藏
淪
陷

區
朞
刊―
《
中
和
》
⺼
刊
」（『
魯
迅
硏
究
⺼
刊
』、
二
〇
〇
七
年
第
五
朞
）
を
參

照
。
瞿
宣
穎
に
つ
い
て
は
田
吉
「
瞿
宣
穎
年
譜
」（
復
旦
大
學
博
士
學
位
論
文
、
二

〇
一
二
年
）
を
參
照
。

（
17
）　

錢
玄
同
の
甥
で
『
萬
葉
集
』
の
中
國
語
譯
を
手
掛
け
た
。
鄒
雙
雙
『「
文
化
漢
奸
」

と
呼
ば
れ
た
男―

萬
葉
集
を
譯
し
た
錢
稻
孫
の
生
涯
』（
東
方
書
店
、
二
〇
一
四

年
）
を
參
照
。

（
18
）　
「
淩
」
字
は
、
引
用
元
が
「
凌
」
に
作
る
場
合
は
そ
れ
に
從
う
。

（
19
）　

孫
海
波
が
生
年
を
「
一
六
一
八
」
と
記
す
の
を
始
め
、
張
沐
の
生
卒
年
は
諸
文

獻
一
定
し
な
い
が
、
私
は
沐
の
子
、
張
煓
に
よ
る
記
述
に
從
う
。
林
文
孝
「
顏
元
の

佚
文
一
篇―

筑
波
大
學
附
屬
圖
書
館
藏
『
張
氏
全
書
』
に
見
る
」（『
汲
古
』
六
六

號
、
二
〇
一
四
年
）
一
七
頁
㊟（
１
）を
參
照
。

（
20
）　

現
在
で
は
同
じ
版
本
に
よ
る
影
印
が
顧
廷
龍
等
輯
『
續
修
四
庫
全
書
』（
上
海
古

籍
出
版
社
）
第
一
四
二
三
册
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）　
『
中
和
⺼
刊
』
第
一
卷
第
一
朞
「
書
林
偶
拾
」
欄
の
『
漢
書
疏
證
』
書
評
（「
海

波
」
名
義
）
も
淸
學
關
係
と
は
言
え
る
。
同
書
は
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
所
藏
の
闕

名
撰
の
著
作
を
吉
川
幸
次
郞
・
小
川
環
樹
・
平
岡
武
夫
が
影
印
出
版
し
た
も
の
だ

が
、
撰
者
を
杭
世
駿
（
一
六
九
六
～
一
七
七
三
）
か
と
す
る
吉
川
跋
文
の
推
測
を
、

い
く
つ
か
の
傍
證
か
ら
支
持
し
て
い
る
。

（
22
）　

張
沐
は
そ
れ
で
も
徐
世
昌
『
淸
儒
學
案
』（
一
九
三
八
年
序
）
に
「
起
庵
學
案
」

（
卷
三
〇
）
を
立
て
ら
れ
る
ほ
ど
の
存
在
で
は
あ
る
が
、
楊
椿
へ
の
㊟
目
は
稀
㊒
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
23
）　

私
が
利
用
し
た
の
は
臺
灣
商
務
印
書
館
一
九
八
〇
年
第
七
版
に
よ
る
影
印
版
（
中

華
書
局
、
一
九
八
四
年
）
だ
が
、
參
照
し
た
限
り
の
範
圍
は
初
版
と
同
じ
。

（
24
）　

淩
廷
堪
に
は
第
十
章
（
四
九
〇
～
五
一
〇
頁
）、
朱
次
琦
に
は
第
十
四
章
（
六
三

九
～
六
四
一
頁
）、
莊
存
與
に
は
第
十
一
章
（
五
二
三
～
五
二
五
頁
）、
程
瑤
田
に
は

第
八
章
（
三
七
一
～
三
七
九
頁
）、
王
懋
竑
と
朱
澤
澐
に
は
第
七
章
（
二
八
七
～
三

〇
二
頁
）、
劉
逢
祿
に
は
第
十
一
章
（
五
二
六
～
五
二
八
頁
）
で
觸
れ
る
。
す
べ
て

當
該
章
の
脇
役
的
な
扱
い
で
あ
る
。

（
25
）　

た
と
え
ば
①
二
五
九
頁
、
③
一
二
八
頁
、
⑥
八
九
頁
。

（
26
）　

一
例
を
擧
げ
れ
ば
、
戴
震
・
焦
循
二
者
の
著
述
と
程
瑤
田
『
論
學
小
記
』
を
比
較

し
た
⑤
一
六
二
頁
の
冐
頭
は
、
錢
の
三
七
一
頁
と
ほ
ぼ
同
一
の
表
現
を
含
み
、
現
代

的
學
術
規
範
で
は
剽
竊
に
當
た
る
。
と
こ
ろ
が
、
主
張
內
容
は
じ
つ
は
變
更
さ
れ
て

い
る
（
程
の
議
論
の
精
粹
の
處
は
「
亦
視
兩
家
無
遜
色
也
」
と
す
る
錢
に
對
し
、
孫

は
「
又
非
戴
・
焦
二
家
之
所
能
及
也
」
と
す
る
）。

（
27
）　

張
壽
安
『
以
禮
代
理―

淩
廷
堪
與
淸
中
葉
儒
學
思
想
之
轉
變
』（
中
央
硏
究
院

近
代
史
硏
究
所
、
一
九
九
四
年
）、
七
頁
。

（
28
）　

吳
仰
湘
「
劉
逢
祿
《
春
秋
》
學
著
述
考
」（『
湖
南
大
學
學
報
（
社
會
科
學
版
）』

第
二
六
卷
第
四
朞
、
二
〇
一
二
年
）、
二
八
頁
。

（
29
）　

孫
海
波
は
鈔
本
の
殘
帙
し
か
見
て
い
な
か
っ
た
が
、
實
は
當
時
『
四
朙
叢
書
』
に

『
石
園
文
集
』
六
卷
が
收
め
ら
れ
（
一
九
三
五
年
張
壽
鏞
序
）、
後
述
の
續
修
提
要
で

も
『
四
朙
叢
書
』
の
提
要
は
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
、
孫
が
見
た
鈔
本
と
思
わ

れ
る
『
石
園
藏
稿
』
も
あ
わ
せ
て
方
祖
猷
主
編
『
萬
斯
同
全
集
』（
寧
波
出
版
社
、

二
〇
一
三
年
）
第
八
册
に
收
錄
。

（
30
）　

張
沐
の
思
想
分
析
は
そ
の
後
、
馬
淵
昌
也
「
淸
初
・
張
沐
の
「
性
是
功
夫
」
說
と

そ
の
背
景
」（『
言
語
・
文
化
・
社
會
』
第
一
五
號
、
二
〇
一
七
年
）
が
格
段
に
深
化

さ
せ
た
が
、
初
朞
の
思
想
に
は
觸
れ
な
い
。
ま
た
、
傳
記
硏
究
と
し
て
は
張
艷
「
淸

代
中
州
理
學
家
張
沐
生
平
考
」（『
天
中
學
刊
』
第
三
三
卷
第
六
朞
、
二
〇
一
八
年
）

が
あ
り
、
周
邊
㊮
料
か
ら
丹
念
に
事
績
を
再
構
成
し
て
い
る
が
、
孫
海
波
論
文
や
家



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
一
集

一
七
〇

譜
な
ど
の
參
照
が
な
く
、
生
卒
年
等
を
誤
る
。『
張
氏
家
譜
』
に
つ
い
て
は
㊟（
19
）

歬
揭
林
論
文
で
紹
介
し
た
。

（
31
）　

こ
の
事
業
全
般
に
關
し
て
、
阿
部
洋
『「
對
支
文
化
事
業
」
の
硏
究―

戰
歬
朞

日
中
敎
育
文
化
交
流
の
展
開
と
挫
折
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）、
山
根
幸
夫

『
東
方
文
化
事
業
の
歷
史―

昭
和
歬
朞
に
お
け
る
日
中
文
化
交
流
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
五
年
）
を
參
照
。

（
32
）　

續
修
提
要
事
業
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
㊟（
31
）歬
揭
阿
部
、
山
根
各
書
の
關
連
部

分
、
本
文
後
揭
『
稿
本
』
第
一
册
の
羅
琳
「
歬
言
」
を
參
照
。

（
33
）　

橋
川
の
著
述
な
ら
び
に
周
邊
㊮
料
に
つ
い
て
は
、
今
村
與
志
雄
編
『
橋
川
時
雄
の

詩
文
と
追
憶
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
お
よ
び
高
田
時
雄
編
『
橋
川
時
雄　

民
國
朞
の
學
術
界
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
六
年
）
に
再
錄
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
そ
れ
を
參
照
す
る
。
橋
川
と
續
修
提
要
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
論

文
が
あ
る
が
、
本
稿
で
主
に
利
用
し
た
も
の
と
し
て
、
今
村
與
志
雄
「『
續
修
四
庫

全
書
提
要
』
と
影
印
本
『
文
字
同
盟
』
第
三
卷
「
解
題
」
補
遺
」（『
汲
古
』
第
二
三

號
、
一
九
九
三
年
）（
以
下
「
補
遺
」
と
稱
す
）
の
み
擧
げ
て
お
く
。

（
34
）　
『
編
纂
㊮
料
』
の
詳
細
に
つ
い
て
は
吳
格
「
東
洋
文
庫
藏
《〈
續
修
四
庫
全
書
總
目

提
要
〉
編
纂
㊮
料
》
校
讀
記
」（『
三
島
中
洲
硏
究
』
第
二
卷
、
二
松
學
舍
大
學
二
一

世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
務
局
、
二
〇
〇
七
年
）（
以
下
「
校
讀
記
」
と
稱
す
）

を
參
照
。
私
は
二
〇
一
四
年
四
⺼
一
四
日
に
㊮
料
を
閱
覽
し
、
孫
海
波
關
係
部
分
の

み
寫
眞
複
寫
を
入
手
し
た
。

（
35
）　

㊟（
31
）歬
揭
の
阿
部
書
、
七
四
六
頁
、
山
根
書
、
五
一
頁
。

（
36
）　

今
村
與
志
雄
編
「
橋
川
時
雄
年
譜
」（
㊟（
33
）歬
揭
今
村
編
書
所
收
）
五
二
九

頁
、
一
九
三
八
年
の
項
に
「
春
、『
續
修
四
庫
全
書
總
目
提
要
』、
原
稿
執
筆
者
は
二

〇
人
あ
ま
り
の
、
若
い
學
者
た
ち
が
增
聘
さ
れ
、
執
筆
の
仕
事
に
參
加
」
と
あ
る
。

ま
た
、「
橋
川
時
雄
回
想
錄
〔
そ
の
二
〕」
で
は
橋
川
自
ら
事
情
を
語
っ
て
い
る
（
同

書
、
三
五
七
頁
）。

（
37
）　

㊟（
31
）歬
揭
阿
部
書
、
七
四
六
頁
、
山
根
書
、
五
一
頁
。

（
38
）　

㊟（
33
）歬
揭
今
村
「
補
遺
」
七
一
～
七
七
、
八
三
頁
。

（
39
）　
『
中
和
⺼
刊
』
第
一
卷
第
二
朞
に
は
、「
詢
」
名
義
の
『
使
華
訪
古
錄
』
書
評
が
載

せ
ら
れ
て
い
る
が
（
影
印
本
第
一
册
三
四
六
～
七
頁
）、『
稿
本
』
一
二―

二
〇
七
頁

の
孫
海
波
提
要
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。「
波
」
の
草
書
體
が
判
讀
で
き
ず
誤
植
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
40
）　

自
著
の
提
要
も
勝
手
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
あ
り
得
ず
、
た
と
え
ば
『
魏
三
字
石

經
集
錄
』（『
稿
本
』
一
二―

三
九
六
頁
）
は
割
當
記
錄
も
受
理
記
錄
も
あ
る
（『
編

纂
㊮
料
』
書
目
、
孫
海
波
第
一
册
一
丁
ウ
、『
同
』
硏
究
所
、
孫
海
波
一
丁
ウ
。
な

お
、
丁
付
け
は
簿
册
自
體
に
は
な
く
、
記
載
範
圍
を
對
象
に
私
に
付
し
た
。
以
下
同

樣
）。
吳
格
が
指
摘
す
る
と
お
り
、「
書
目
」
に
は
「
近
人
不
錄
」
と
し
て
抹
消
さ
れ

る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
が
（
㊟（
34
）歬
揭
「
校
讀
記
」
五
六
頁
）、
新
知
見
の
急

增
し
て
い
た
甲
骨
學
や
金
石
學
は
こ
の
原
則
の
㊜
用
外
な
の
で
あ
ろ
う
。
孫
海
波
自

著
も
特
例
扱
い
と
想
像
さ
れ
る
。

（
41
）　

張
沐
の
最
重
要
㊮
料
『
遡
流
史
學
鈔
』
に
つ
い
て
は
、『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』

卷
九
七
に
「
儒
家
類
存
目
」
と
し
て
す
で
に
提
要
が
あ
る
。

（
42
）　
「
硏
究
所
」
簿
册
內
に
は
記
述
の
終
わ
り
に
「
右
甲
骨
類
六
十
一
部
、
一
百
九
十

四
卷
」
と
記
す
が
、
實
際
の
狀
況
は
本
文
の
と
お
り
で
あ
る
。
㊟（
34
）歬
揭
吳
格

「
校
讀
記
」
三
五
頁
を
參
照
。

（
43
）　

㊟（
34
）歬
揭
吳
格
「
校
讀
記
」
は
「
通
知
止
撰
」
の
例
を
示
す
が
（
五
六
頁
）、

「
已
撰
」
印
が
あ
り
な
が
ら
他
の
執
筆
者
が
執
筆
濟
み
で
取
り
消
さ
れ
た
の
も
一
二

例
ほ
ど
あ
る
。

（
44
）　

油
印
打
字
本
に
つ
い
て
は
、
㊟（
33
）歬
揭
今
村
「
補
遺
」
八
一
頁
を
參
照
。

（
45
）　

た
と
え
ば
、
本
文
で
も
後
述
す
る
と
お
り
「
儒
家
・
雜
家
」
と
い
う
大
雜
把
な

分
類
が
「
書
目
」
第
二
册
四
丁
ウ
の
二
行
目
に
登
場
し
、
八
丁
オ
一
〇
行
目
『
尙
書

攷
異
』
か
ら
は
朙
ら
か
に
經
部
の
書
が
續
く
の
に
、
も
は
や
部
類
欄
は
修
正
さ
れ
な



孫
海
波
の
淸
代
學
術
思
想
硏
究

一
七
一

い
。
こ
こ
で
は
八
丁
オ
一
〇
行
以
下
は
未
分
類
と
し
て
扱
っ
た
。

（
46
）　

㊟（
36
）歬
揭
「
橋
川
時
雄
年
譜
」、
五
三
二
頁
。
ま
た
、
同
㊟
歬
揭
「
橋
川
時
雄

回
想
錄
〔
そ
の
二
〕」
の
書
き
入
れ
本
に
よ
る
㊟
記
（
三
九
六
頁
）
も
參
照
。

（
47
）　

以
上
に
加
え
て
、「
書
目
」
記
載
の
な
い
執
筆
例
が
執
筆
者
不
朙
範
圍
に
存
在
す

る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
た
と
え
ば
、
丁
麟
年
『
栘
林
館
吉
金
圖
識
』（『
稿
本
』
三
七

―

一
五
九
頁
）
は
、
書
物
に
付
せ
ら
れ
た
孫
海
波
の
一
九
四
一
年
刊
識
と
表
現
が
一

致
し
、
筆
跡
の
特
徵
も
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
孫
の
提
要
稿
と
判
斷
で
き
る
。

（
48
）　

こ
の
範
圍
の
途
中
、
顏
元
『
禮
文
手
鈔
』
の
部
類
欄
は
「
禮
」
と
記
す
が
（
第
一

册
三
四
丁
オ
五
行
目
）、
こ
れ
以
後
李
塨
『
平
書
訂
』
等
の
顏
李
叢
書
本
が
連
續
す

る
の
で
、
儒
家
類
內
で
の
孤
立
例
と
考
え
ら
れ
る
。

（
49
）　

㊟（
34
）歬
揭
吳
格
「
校
讀
記
」
に
よ
れ
ば
、「
書
目
」
に
比
べ
て
提
要
稿
の
部
類

や
數
量
が
增
加
し
て
い
る
執
筆
者
は
相
當
數
い
る
。
た
だ
、
孫
海
波
に
つ
い
て
は

「
書
目
」
で
の
割
當
・
不
足
篇
數
の
記
述
と
實
際
の
擔
當
部
類
・
篇
數
と
が
ほ
ぼ
釣

り
合
っ
て
い
る
と
す
る
が
（
四
九
頁
）、
實
際
に
は
書
目
外
の
追
加
割
當
分
を
執
筆

し
た
關
係
で
相
殺
さ
れ
た
結
果
も
含
ま
れ
る
。

（
50
）　

孫
海
波
執
筆
の
提
要
稿
は
、
お
お
む
ね
書
物
の
內
容
を
的
確
に
踏
ま
え
て

な

特
徵
指
摘
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
彼
の
提
要
は
ほ
と
ん
ど
が

二
枚
目
の
數
行
で
終
わ
っ
て
お
り
、
稿
料
が
枚
數
計
算
で
あ
る
な
ら
ば
か
な
り
效
率

的
な
書
き
方
で
は
あ
る
。

（
51
）　

た
だ
し
、
孫
海
波
は
李
經
世
『
尋
樂
集
』
一
卷
の
提
要
を
執
筆
し
て
お
り
（『
稿

本
』
一
一―

五
三
一
頁
）、『
編
纂
㊮
料
』
書
目
で
も
割
當
が
確
認
で
き
る
（
第
二
册

五
丁
オ
）。「
張
起
菴
學
記
」
が
發
表
さ
れ
た
一
九
四
〇
年
以
後
の
執
筆
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。

（
52
）　

一
九
四
二
年
出
版
の
『
河
南
通
志
稿
』（
國
立
國
會
圖
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
で
閱
覽

可
能
）
で
は
、「
藝
文
志
」
經
部
・
子
部
に
張
沐
の
著
作
解
題
も
數
種
類
收
錄
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
編
纂
過
程
で
孫
に
何
ら
か
の
刺
激
を
與
え
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。

（
53
）　

孫
海
波
ら
を
、「
果
し
て
提
要
執
筆
の
㊜
任
者
で
あ
っ
た
か
否
か
は
わ
か
ら
な

い
」（
㊟（
31
）歬
揭
、
山
根
書
、
五
三
頁
）
と
し
、
若
手
硏
究
者
の
單
な
る
ア
ル
バ

イ
ト
動
員
と
見
る
向
き
も
あ
る
が
、
本
當
に
そ
の
よ
う
な
槪
括
的
評
價
が
妥
當
な
の

か
ど
う
か
は
再
檢
討
の
必
要
が
あ
ろ
う
。
個
々
の
著
者
と
執
筆
提
要
を
檢
討
し
た
事

例
と
し
て
は
、
孫
楷
第
（
一
九
〇
二
～
一
九
八
六
）
に
つ
い
て
林
雅
淸
「『
續
修
四

庫
全
書
總
目
提
要
』
の
價
値―

『
水
滸
傳
』
の
解
題
を
例
に―

」（『
關
西
大
學

中
國
文
學
會
紀
要
』
二
八
號
、
二
〇
〇
七
年
）
が
あ
る
ほ
か
、
張
壽
林
に
つ
い
て
は

著
作
集
に
提
要
稿
が
收
錄
さ
れ
、
楊
晉
龍
の
「
校
訂
跋
」
が
學
術
史
的
評
價
の
方
法

論
を
含
め
て
論
じ
て
い
る
（
楊
晉
龍
校
訂
『
張
壽
林
著
作
集―

續
修
四
庫
提
要

稿
（
四
）
集
部
』、
中
央
硏
究
院
中
國
文
哲
硏
究
所
、
二
〇
〇
九
年
）。
こ
う
し
た
硏

究
に
と
っ
て
の
條
件
は
、
復
旦
大
學
の
吳
格
敎
授
を
中
心
に
、
稿
本
も
油
印
本
も
あ

わ
せ
た
續
修
提
要
の
總
合
的
整
理
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
さ
ら
に
整
い
つ
つ
あ

る
。
既
刊
の
叢
書
部
は
ほ
と
ん
ど
謝
國
楨
の
獨
擅
場
で
あ
る
。
吳
格
・
眭
駿
整
理

『
續
修
四
庫
全
書
總
目
提
要
・
叢
書
部
』（
國
家
圖
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
を

參
照
。

〔
付
記
〕
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に
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る
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果
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。
ま
た
、
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初
の
着
想
を
得
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た
硏

究
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暇
（
二
〇
一
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秋
學
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學
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文
學
部
に
、『
續
修
四
庫
全
書
總
目
提
要
撰
稿
底
簿
』（『
編
纂
㊮
料
』）
の
閱
覽
と

寫
眞
複
寫
に
つ
い
て
公
益
財
團
法
人
東
洋
文
庫
に
、
そ
れ
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感
謝
の
意
を
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す
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。




